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は
じ
め
に

著
名
な
公
案
・
趙
州
狗
子
話
（
趙
州
有
無
、
趙
州
無
字
、
狗
子
佛
性
と
も
。
以

下
、
狗
子
話
と
略
す
）
に
ま
つ
わ
る
絵
画
を
考
え
る
。
本
稿
で
扱
う
作
品
は
個
々
に

は
既
に
紹
介
や
研
究
、
そ
し
て
狗
子
話
と
の
関
わ
り
の
指
摘
も
あ
る
が
、「
狗
子
話

に
ま
つ
わ
る
絵
画
」
す
な
わ
ち
狗
子
話
図
と
で
も
い
う
べ
き
枠
組
に
お
い
て
そ
れ
ら

を
一
覧
し
て
み
た
い
。
そ
れ
に
よ
っ
て
日
本
に
お
け
る
こ
の
公
案
の
受
容
、
公
案
の

象
徴
と
し
て
の
犬
の
扱
い
、
犬
図
の
あ
る
系
譜
、
そ
れ
を
支
え
る
人
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
な
ど
を
新
た
に
認
識
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え
て
い
る
。
先
学
の
成
果
に
学
び

つ
つ
、
祖
師
図
、
肖
像
画
、
宗
達
画
、
若
冲
画
を
挙
げ
て
、
狗
子
話
と
絵
画
の
魅
力

的
な
関
わ
り
を
追
う
。

狗
子
話
（
註
１
）
は
、
そ
も
そ
も
は
禅
宗
の
史
伝
『
景
徳
伝
灯
録
』（
一
〇
〇
四
）
巻

七
、『
趙
州
録
』（
一
一
三
一
頃
）
な
ど
に
収
録
さ
れ
る
中
国
唐
代
の
禅
僧
・
趙
州
従

諗
（
七
七
八
〜
八
九
七
）
と
僧
と
の
問
答
の
逸
話
で
あ
り
、
そ
れ
が
公
案
と
し
て
万

松
行
秀
著
『
従
容
録
』（
一
二
二
三
）、
無
門
慧
開
著
『
無
門
関
』（
一
二
二
九
）
に

収
録
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。『
無
門
関
』
第
一
則
は
次
の
通
り
。

趙
州
和
尚
、
因
み
に
僧
問
う
、「
狗
子
に
還
っ
て
佛
性
有
や
」。
州
云
く
、「
無
」。

（
或
る
僧
が
趙
州
和
尚
に
向
か
っ
て
、「
狗
（
犬
）
に
も
仏
性
が
あ
り
ま
す
か
」
と
問

う
た
。
趙
州
は
「
無
い
」
と
答
え
ら
れ
た
。）

『
従
容
録
』
第
十
八
則
に
お
い
て
趙
州
が
同
じ
問
い
に
対
し
て
先
に
「
有
」
と
答

え
て
い
る
よ
う
に
、
趙
州
の
説
く
と
こ
ろ
は
有
無
そ
の
も
の
で
は
な
く
存
在
を
超
え

た
仏
性
の
実
態
と
さ
れ
る
。
禅
の
教
え
の
中
枢
を
い
う
究
極
の
問
答
と
し
て
大
切
に

さ
れ
、
現
在
、
臨
済
宗
に
あ
っ
て
は
ま
ず
あ
た
る
べ
き
公
案
の
第
一
と
さ
れ
る
と
聞

く
。
さ
ら
に
、
禅
問
答
の
典
型
、
無
の
思
想
の
象
徴
と
し
て
禅
門
外
に
も
広
く
膾
炙

し
て
い
る
。

（
一
）
祖　

師　

図

狗
子
話
に
関
わ
る
絵
画
と
し
て
最
も
初
発
的
か
つ
通
常
の
も
の
は
、
い
わ
ゆ
る

祖
師
図
で
あ
る
。
狗
子
話
に
限
ら
ず
、
祖
師
伝
あ
る
い
は
公
案
に
い
う
祖
師
の
問
答

を
描
く
例
は
珍
し
く
な
い
。
た
と
え
ば
中
国
に
は
馬
公
顕
（
生
没
年
不
詳
）
に
よ
る

「
薬
山
李
翺
問
答
図
」（
南
禅
寺
、
一
二
世
紀
）、
日
本
で
は
狩
野
元
信
（
一
四
七
七
〜

一
五
五
九
）
に
よ
る
旧
大
仙
院
襖
「
祖
師
図
」（
東
京
国
立
博
物
館
、
一
五
一
三
か
）

に
石
鞏
張
弓
、

山
踢
瓶
、
徳
山
托
鉢
な
ど
が
あ
る
。
た
だ
し
、
そ
の
な
か
で
狗
子

話
の
問
答
を
描
く
祖
師
図
は
、
こ
の
公
案
の
浸
透
度
を
思
え
ば
意
外
な
ほ
ど
少
な

い
。
管
見
に
は
い
っ
た
主
な
作
品
は
以
下
に
挙
げ
る
通
り
で
、
五
山
僧
の
語
録
中

の
画
賛
に
も
あ
ま
り
例
が
な
い
。
し
か
し
、
狩
野
一
渓
編
纂
の
画
題
集
『
後
素
集
』

（
一
六
二
三
）
に
「
趙
州
狗
子
図
」
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
通
り
、
当
然
、
祖
師
図
の

一
角
を
占
め
て
は
い
た
。
同
書
は
そ
の
図
様
を
「
趙
州
犬
を
見
、
前
に
僧
二
人
有
て

問
答
」
と
説
明
し
、
こ
れ
が
典
型
的
な
図
様
で
あ
っ
た
よ
う
だ
が
、
現
存
作
例
に
も

そ
の
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

桃
山
時
代
の
海
北
友
松
（
一
五
三
三
〜
一
六
一
五
）
に
は
「
禅
宗
祖
師
・
散
聖
図

押
絵
貼
屏
風
」（
静
岡
県
立
美
術
館
）
中
の
一
図
ほ
か
同
画
題
の
水
墨
画
が
数
点
知

ら
れ
る
（
註
２
）。
静
岡
県
美
本
は
、
妙
心
寺
・
鉄
山
宗
鈍
（
一
五
三
二
〜
一
六
一
七
）

趙
州
狗
子
話
と
絵
画

　
　
　
　
―
祖
師
図
、
肖
像
画
、
宗
達
、
若
冲
―

門
脇
む
つ
み
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が
慶
長
八
年
（
一
六
一
三
）
に
山
名
豊
国
（
禅
高
：
一
五
四
八
〜
一
六
二
六
）
の
求

め
に
応
じ
賛
を
書
し
て
お
り
、
制
作
年
代
、
制
作
者
な
ど
が
判
明
す
る
貴
重
な
作
例

で
あ
る
（
註
３
）。
狗
子
図
の
他
に
「
南
泉
斬
猫
図
」「
普
化
瑤
鈴
図
」
な
ど
が
あ
る
。

狗
子
図
は
画
面
右
側
に
杖
を
持
っ
て
立
つ
趙
州
、
左
に
二
人
の
僧
、
そ
の
間
に
白
犬

を
描
く
（
図
１
）。
賛
は
「
趙
州
狗
子　

趙
州
曰
無
。
崖
崩
石
裂
、
未
挙
先
知
。
只

得
一
橛
（
趙
州
狗
子
。
趙
州
曰
く
無
。
崖
崩
れ
、
石
裂
く
る
。
未
だ
挙
せ
ざ
る
先
に

知
る
。
只
、
一
橛
を
得
る
の
み
）」（
註
４
）。
こ
の
偈
に
続
い
て
「
少
室
睦
禅
師
」
す

な
わ
ち
松
源
崇
嶽
の
法
嗣
・
瑞
巖
少
室
光
睦
禅
師
の
そ
れ
を
書
写
し
た
旨
が
記
さ
れ

る
。
他
図
の
偈
も
い
ず
れ
も
宋
代
の
禅
僧
の
そ
れ
を
写
し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
ら

の
偈
が
ま
と
ま
っ
て
収
録
さ
れ
る
文
献
も
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
中
国
で
詠

ま
れ
、
日
本
に
お
い
て
も
知
ら
れ
て
い
た
趙
州
狗
子
を
詠
む
偈
と
い
え
る
。
賛
を
請

う
た
豊
国
は
名
門
の
武
家
で
あ
っ
た
が
戦
国
期
の
混
乱
の
な
か
で
因
幡
岩
井
城
主
で

あ
っ
た
の
が
城
を
失
い
、
和
歌
や
連
歌
な
ど
諸
文
芸
に
通
じ
て
い
た
こ
と
も
あ
り
一

時
お
伽
衆
と
な
る
も
、
家
康
に
よ
り
但
馬
国
に
所
領
を
与
え
ら
れ
た
人
物
。
こ
の
よ

う
な
文
化
的
素
養
の
あ
る
武
家
と
五
山
の
禅
僧
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
、
公
案
、
祖

師
の
逸
話
が
知
ら
れ
、
こ
う
し
た
作
品
が
求
め
ら
れ
る
に
至
っ
た
の
だ
ろ
う
。

「
厳
頭
渡
子
図
」
と
二
幅
対
の
「
禅
機
図
」（
伝
周
文
、
鹿
苑
寺
）
の
う
ち
「
趙
州

狗
子
図
」
は
、
画
面
左
奥
に
椅
子
に
坐
す
趙
州
、
画
面
右
手
前
に
そ
れ
と
対
面
す
る

二
人
の
僧
を
あ
ら
わ
す
。
趙
州
の
左
脇
に
は
白
犬
が
坐
り
、
椅
子
の
下
に
体
が
う
す

い
茶
色
で
背
中
が
黒
み
が
か
っ
た
犬
が
寝
そ
べ
る
。
趙
州
が
立
つ
の
で
は
な
く
坐
る

点
が
先
の
友
松
作
品
と
は
異
な
る
が
、
そ
の
程
度
の
違
い
は
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
と
し

て
当
然
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
と
い
う
の
も
祖
師
問
答
図
の
人
物
配
置
は
か
な
り
定
型
化

し
て
お
り
、
一
部
を
変
更
し
さ
え
す
れ
ば
ど
の
祖
師
を
描
く
場
合
に
も
使
え
る
よ
う

な
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
た
と
え
ば
友
松
の
静
岡
県
美
本
の

「
南
泉
斬
猫
図
」
は
画
面
右
後
方
の
岩
上
、
や
や
高
く
な
っ
た
場
所
に
南
泉
が
猫
と

刀
を
も
っ
て
坐
り
、
左
手
前
に
僧
二
人
が
立
つ
。
こ
こ
か
ら
猫
と
刀
を
除
き
、
間
に

犬
を
お
け
ば
、「
趙
州
狗
子
図
」
と
な
る
。

近
世
の
臨
済
僧
・
仙
崖
義
梵
（
一
七
五
〇
〜
一
八
三
七
）
の
作
品
（
愛
知
県
立

美
術
館
）
は
仙
崖
な
ら
で
は
の
軽
妙
な
筆
致
で
い
さ
さ
か
ユ
ー
モ
ラ
ス
に
描
か
れ
た

も
の
だ
が
、
人
物
配
置
や
構
図
は
伝
統
に
な
ら
う
。
中
央
奥
に
正
面
向
き
の
趙
州
と

童
子
、
手
前
右
に
僧
二
人
、
そ
の
左
に
犬
二
匹
を
描
く
。
自
賛
は
「
狗
子
佛
性
、
莫

道
這
無
。
風
吹
瀝
々
、
東
壁
葫
蘆
。（
狗
子
佛
性
、
道
う
こ
と
莫
か
れ
、
這
の
無
と
。

風
吹
く
こ
と
瀝
々
、
東
壁
の
胡
蘆
。）」。
前
半
で
狗
子
話
を
い
い
、
後
半
は
『
趙
州
録
』

の
「
如
何
な
る
か
是
れ
祖
師
西
來
の
意
。
師
云
く
、
東
壁
上
、
葫
蘆
を
掛
く
る
こ
と

多
少
時
ぞ
」
を
踏
ま
え
る
。
す
な
わ
ち
趙
州
に
ま
つ
わ
る
二
つ
の
問
答
を
詠
む
。

ま
た
近
代
の
作
例
と
し
て
冨
田
渓
仙
（
一
八
七
九
〜
一
九
三
六
）
に
「
南
泉
斬
猫
・

狗
子
仏
性
図
」
六
曲
一
双
屏
風
（
福
岡
市
美
術
館
、
一
九
一
八
）
が
あ
る
。
画
面
右

図
１　

海
北
友
松
筆
、
鉄
山
宗
鈍
賛

　
　
　

�「
禅
宗
祖
師
・
散
聖
図
押
絵
貼
屏
風
」
の
う
ち
「
趙
州
狗
子
図
」

�

（
静
岡
県
立
美
術
館
）
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の
趙
州
が
倚
子
に
坐
り
、
左
に
立
つ
僧
一
人
と
向
き
合
い
、
僧
を
み
あ
げ
る
よ
う
に

白
犬
が
い
る
。
片
隻
の
「
南
泉
斬
猫
」
は
南
泉
と
二
人
の
僧
が
と
も
に
立
っ
て
向
き

合
う
。
南
泉
斬
猫
は
趙
州
の
師
で
あ
る
南
泉
普
願
と
僧
の
問
答
で
あ
り
、
描
か
れ
る

場
面
の
後
に
続
く
部
分
に
趙
州
も
登
場
す
る
こ
と
、
さ
ら
に
猫
と
犬
が
主
要
モ
チ
ー

フ
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
組
み
合
わ
せ
ら
れ
た
も
の
だ
ろ
う
。
ち
な
み
に
渓
仙
が
こ
の

画
題
に
取
り
組
ん
だ
の
は
、
祖
父
が
仙
崖
と
交
流
が
あ
り
、
自
身
は
建
仁
寺
に
参
禅

す
る
と
い
う
禅
宗
に
親
し
い
環
境
に
基
づ
く
よ
う
で
あ
る
（
註
５
）。

以
上
み
た
通
り
、
狗
子
話
を
踏
ま
え
る
祖
師
図
に
は
『
後
素
集
』
が
い
う
よ
う

な
一
定
の
図
様
の
パ
タ
ー
ン
が
あ
り
、
継
承
さ
れ
て
き
た
こ
と
が
分
か
っ
た
。
ま
た

『
後
素
集
』
に
記
載
は
な
い
が
、
こ
こ
で
み
た
作
例
が
全
て
犬
を
白
犬
と
す
る
こ
と

か
ら
す
れ
ば
、
基
本
的
に
は
白
犬
が
し
か
る
べ
き
で
あ
っ
た
と
み
て
よ
い
だ
ろ
う
。

白
こ
そ
が
趙
州
の
無
と
い
う
答
を
象
徴
す
る
に
ふ
さ
わ
し
い
と
考
え
ら
れ
て
い
た
た

め
と
思
わ
れ
る
（
註
６
）。

（
二
）
肖　

像　

画

さ
て
、
こ
の
祖
師
図
の
定
型
図
様
を
参
照
し
、
自
分
た
ち
の
姿
を
そ
れ
に
な

ぞ
ら
え
て
あ
ら
わ
し
た
異
色
の
肖
像
画
が
あ
る
。
桃
山
時
代
の
大
名
・
黒
田
長
政

（
一
五
六
八
〜
一
六
二
三
）、
大
徳
寺
・
春
園
宗
園
（
一
五
二
九
〜
一
六
一
一
）
そ
し

て
犬
を
あ
ら
わ
し
た
「
春
屋
宗
園
・
黒
田
長
政
像
」（
図
２
、
福
岡
市
博
物
館
）
で

あ
る
。
画
面
右
に
束
帯
姿
で
扇
を
も
つ
長
政
が
立
ち
、
左
に
曲
彔
に
坐
す
春
屋
、
そ

の
足
下
左
側
に
白
犬
が
う
ず
く
ま
る
。
そ
も
そ
も
二
人
の
人
物
を
描
く
こ
と
が
肖
像

画
と
し
て
は
稀
で
あ
る
の
に
加
え
犬
ま
で
描
く
本
図
の
図
様
は
、
大
変
目
を
ひ
く
。

拙
著
（
註
７
）
で
詳
し
く
考
察
し
た
の
で
、
以
下
一
部
繰
り
返
し
に
な
る
が
、
こ
の
不

思
議
な
図
様
の
理
由
は
い
く
つ
か
の
文
字
資
料
に
よ
り
お
お
よ
そ
推
定
で
き
る
。
ま

ず
、
春
屋
の
慶
長
十
五
年
（
一
六
一
〇
）
の
賛
は
長
政
が
省
悟
の
契
機
を
つ
か
ん
だ

公
案
が
狗
子
話
で
あ
る
こ
と
、
こ
れ
が
長
政
が
春
屋
の
参
禅
し
た
様
子
を
描
く
こ
と

を
い
う
。
賛
は
「
吾
家
話
頭
、
無
隠
乎
尓
。
要
知
郝
翁
、
問
取
狗
子
。
黒
田
氏
長
政

公
於
予
如
支
許
矣
。
描
咨
参
之
圖
而
請
賛
。
短
偈
一
絶
塞
其
白
者
也
（
吾
が
家
の
話

頭
、
隠
す
こ
と
な
き
の
み
。
郝
翁
を
知
ら
ん
と
要
せ
ば
、
狗
子
に
問
取
せ
よ
。
黒

田
氏
長
政
公
、
予
に
於
い
て
支
許
の
如
し
。
咨
参
の
圖
を
描
い
て
賛
を
請
う
。
短

偈
一
絶
も
て
其
の
白
を
塞
ぐ
者
な
り
）」。
郝
翁
は
趙
州
の
こ
と
。
ま
た
『
黒
田
家

譜
』
長
政
譜
に
よ
り
長
政
が
狗
子
話
に
よ
っ
て
省
悟
し
、
そ
の
こ
と
を
記
念
し
て
描

い
た
図
が
あ
っ
た
こ
と
、
長
政
が
京
都
の
報
恩
寺
で
亡
く
な
る
際
に
長
政
が
開
基
で

あ
る
大
徳
寺
・
龍
光
院
よ
り
そ
の
図
を
取
り
寄
せ
た
こ
と
が
分
か
る
。
さ
ら
に
春
屋

の
法
嗣
・
江
月
宗
玩
（
一
五
七
四
〜
一
六
四
三
）
の
語
録
『
欠
伸
稿
』
中
に
春
屋
の

愛
玩
犬
「
一
佛
宗
性
」
が
春
屋
没
後
の
慶
長
二
十
年
に
老
衰
で
死
ん
だ
こ
と
が
み
え

る
（
註
８
）。
そ
こ
で
拙
著
に
お
い
て
は
、
長
政
譜
に
い
う
図
が
本
図
（
お
よ
び
拙
著
で

い
う
同
図
様
の
原
本
）
で
あ
り
、
犬
が
登
場
す
る
の
は
長
政
に
と
っ
て
の
狗
子
話
の

図
２　

画
家
不
詳
、
春
屋
宗
園
賛
「
春
屋
宗
園
・
黒
田
長
政
像
」

�

（
福
岡
市
博
物
館
）
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重
要
性
と
春
屋
の
愛
玩
犬
の
面
影
を
宿
す
た
め
と
理
解
し
た
。
し
か
し
、
先
に
み
た

狗
子
話
の
問
答
を
あ
ら
わ
す
祖
師
図
の
定
型
図
様
を
踏
ま
え
れ
ば
、
そ
れ
ら
二
つ
の

理
由
に
加
え
て
、
祖
師
図
に
自
分
た
ち
の
姿
を
は
め
こ
ん
だ
も
の
と
も
考
え
る
べ
き

で
あ
り
、
先
の
私
見
に
補
足
し
た
い
。
本
図
は
狗
子
話
に
よ
る
祖
師
図
の
図
様
の
定

型
化
と
伝
播
と
い
う
先
の
推
測
を
補
完
し
、
加
え
て
友
松
作
品
に
み
た
よ
う
な
武
家

の
禅
へ
の
傾
倒
に
お
い
て
公
案
に
関
わ
る
絵
画
が
生
ま
れ
て
い
た
こ
と
を
示
す
点
で

も
意
義
深
い
と
い
え
る
。

黒
田
長
政
と
い
う
近
世
初
期
の
大
藩
の
藩
主
に
と
っ
て
、
狗
子
話
が
い
か
に
重

い
意
味
を
も
ち
得
た
か
。
長
政
は
死
を
目
前
に
し
て
本
図
を
掛
け
「
一
生
只
此
無

の
一
字
に
出
て
、
無
の
一
字
に
終
わ
る
」
と
言
っ
て
没
し
た
と
あ
る
。
ま
た
、
現

在
同
じ
図
様
の
作
品
が
（
図
２
）
を
含
め
て
三
点
確
認
（
註
９
）
で
き
、
そ
れ
ぞ
れ

黒
田
家
（
現
福
岡
市
博
物
館
本
）、
龍
光
院
（
伝
心
宗
的
が
春
屋
の
賛
を
後
年
書

写
）、
福
岡
で
の
黒
田
家
菩
提
寺
で
あ
る
崇
福
寺
（
土
佐
光
高
画
、
古
外
宗
少
着
賛
、

一
七
〇
四
）
に
所
蔵
さ
れ
て
い
た
、
あ
る
い
は
今
も
さ
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
法
要

な
ど
で
の
利
用
の
た
め
に
副
本
的
な
も
の
が
複
数
つ
く
ら
れ
た
の
で
あ
り
、
こ
の

図
様
が
長
政
一
人
で
は
な
く
黒
田
家
に
と
っ
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
た
こ
と

が
分
か
る
。

だ
か
ら
こ
そ
長
政
の
息
子
・
忠
之
（
一
六
〇
二
〜
五
四
）
は
、
白
犬
と
と
も
に

自
ら
を
狩
野
探
幽
（
一
六
〇
二
〜
七
四
）
に
描
か
せ
た
（
図
３
、
沢
庵
宗
彭
賛
、
福

岡
市
美
術
館
）。
制
作
時
期
は
不
明
な
も
の
の
、
沢
庵
の
没
年
で
あ
る
正
保
二
年

（
一
六
四
五
）
が
制
作
の
一
応
の
下
限
で
あ
り
、
探
幽
の
様
式
や
着
賛
の
事
情
な
ど

か
ら
し
て
お
そ
ら
く
そ
の
前
数
年
の
間
と
み
た
い
。
束
帯
姿
で
坐
る
忠
之
の
斜
め
右

前
に
白
犬
が
坐
り
、
一
人
と
一
匹
は
目
を
み
か
わ
す
。
忠
之
一
人
を
み
れ
ば
顔
や
視

線
の
向
き
は
や
や
気
に
な
る
も
の
の
、
通
常
の
武
家
の
肖
像
画
と
あ
ま
り
変
わ
る
と

こ
ろ
は
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
に
白
犬
の
登
場
は
奇
異
に
さ
え
み
え
る
。

沢
庵
に
よ
る
賛
は
『
黒
田
家
譜
』
忠
之
譜
に
確
認
で
き
る
よ
う
に
、
沢
庵
が
賛

文
に
つ
い
て
の
考
え
を
尋
ね
た
際
に
忠
之
が
「
わ
が
遺
言
か
く
の
ご
と
し
」
と
述

べ
た
謡
曲
『
加
茂
』
の
一
節
で
あ
り
、
狗
子
話
を
示
唆
す
る
も
の
で
は
な
い
。
し

か
し
、
拙
著
で
考
証
し
た
通
り
、「
春
屋
宗
園
・
黒
田
長
政
像
」
を
本
歌
と
し
て
制

作
さ
れ
た
こ
と
は
明
か
で
あ
り
、
こ
の
白
犬
は
狗
子
話
そ
の
も
の
の
象
徴
で
は
な

い
か
も
し
れ
な
い
が
、
父
・
長
政
と
狗
子
話
の
関
わ
り
の
象
徴
で
は
あ
る
。
本
図

に
関
わ
る
人
々
は
、
忠
之
の
み
な
ら
ず
、
沢
庵
も
探
幽
も
「
春
屋
宗
園
・
黒
田
長

政
像
」
を
そ
の
制
作
事
情
も
含
め
て
承
知
し
て
い
た
。
沢
庵
は
春
屋
の
法
嗣
で
あ

り
、
春
屋
を
つ
い
で
黒
田
家
の
菩
提
寺
・
龍
光
院
の
住
持
と
な
っ
た
江
月
と
も
親

し
か
っ
た
。
ま
た
探
幽
は
そ
の
江
月
を
探
幽
斎
号
の
名
付
け
親
と
し
て
い
た
。
か

つ
て
祖
師
図
に
お
い
て
問
答
の
内
容
を
象
徴
す
る
も
の
と
し
て
あ
ら
わ
さ
れ
て
き

た
白
犬
を
、「
春
屋
宗
園
・
黒
田
長
政
像
」
を
仲
介
と
し
て
い
さ
さ
か
限
定
付
で
は

あ
る
が
狗
子
話
そ
の
も
の
の
象
徴
と
し
て
描
く
と
い
う
実
験
的
な
試
み
は
、
こ
れ

図
３　

狩
野
探
幽
筆
、
沢
庵
宗
彭
賛
「
黒
田
忠
之
像
」

�

（
福
岡
市
美
術
館
）
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ら
の
人
々
の
「
春
屋
宗
園
・
黒
田
長
政
像
」
に
つ
い
て
の
理
解
と
共
感
に
根
ざ
し

て
い
る
と
い
う
べ
き
だ
ろ
う
。
し
か
し
そ
れ
に
加
え
て
、
狗
子
話
の
象
徴
と
し
て

犬
の
み
を
描
く
先
例
の
影
響
も
考
え
ら
れ
る
。
次
節
に
み
る
宗
達
の
狗
子
図
で
あ

る
。（

三
）
俵
屋
宗
達
の
狗
子
図

俵
屋
宗
達
（
生
没
年
不
詳
、
十
七
世
紀
前
半
）
お
よ
び
宗
達
派
に
は
水
墨
の
犬
図

が
十
数
点
知
ら
れ
て
い
る
（
註
10
）。
中
国
に
は
古
く
か
ら
物
語
絵
画
や
風
俗
画
の
添

景
で
は
な
く
犬
を
単
独
で
あ
ら
わ
す
作
品
が
あ
り
、
そ
の
う
ち
南
宋
院
体
画
が
日
本

に
舶
載
さ
れ
、
日
本
に
お
け
る
犬
図
の
ひ
と
つ
の
系
譜
を
な
し
て
い
く
（
註
11
）。
し

か
し
、
そ
れ
ら
は
あ
く
ま
で
山
水
の
景
の
な
か
に
犬
を
お
く
も
の
で
、
春
草
な
ど
を

添
え
て
い
て
も
、
ほ
ぼ
無
背
景
に
犬
だ
け
を
お
く
宗
達
の
画
面
は
や
は
り
特
殊
で
あ

る
。
そ
の
よ
う
な
意
味
で
、
宗
達
以
前
に
犬
を
単
独
で
主
題
と
す
る
絵
画
は
な
か
っ

た
と
い
っ
て
よ
い
。
な
お
、
宗
達
が
描
く
犬
は
こ
れ
ま
で
「
犬
」
と
さ
れ
て
き
た
が
、

以
下
に
述
べ
る
狗
子
話
と
の
関
連
を
踏
ま
え
れ
ば
厳
密
に
は
「
狗
子
」
と
呼
ば
れ
る

べ
き
で
あ
ろ
う
（
註
12
）。
こ
の
狗
子
図
を
可
能
に
し
た
の
は
、
宗
達
と
い
う
画
家
の

発
想
や
技
術
で
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
よ
り
実
際
的
に
は
彼
の
作
画
環
境
、
享
受
者
と

の
密
接
な
結
び
つ
き
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

宗
達
と
親
し
い
関
わ
り
が
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
人
物
に
、
公
家
の
烏
丸
光
広

（
一
五
七
九
〜
一
六
三
八
）
が
い
る
。
宗
達
の
貴
重
な
伝
記
資
料
の
一
つ
で
あ
る
「
西

行
物
語
絵
巻
」（
出
光
美
術
館
）
の
奥
書
を
書
す
る
こ
と
を
は
じ
め
、
宗
達
作
品
に

多
く
賛
を
な
し
て
い
る
。
そ
の
光
広
は
寛
永
七
年
（
一
六
三
〇
）
よ
り
一
絲
文
守

（
一
六
〇
八
〜
四
六
）
に
参
禅
し
七
年
後
に
悟
し
、
そ
の
記
念
と
し
て
「
提
撕
狗
子

話
有
悟
入
（
狗
子
の
話
を
提
撕
し
て
悟
入
有
り
）」
と
題
す
る
「
投
機
偈
」
を
遺
し

た
（
法
雲
院
、
法
常
寺
）（
註
13
）。
こ
の
悟
入
が
光
広
の
人
生
に
お
け
る
大
き
な
転

機
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
光
広
の
孫
・
資
慶
が
編
ん
だ
光
広
の
歌
集
『
黄
葉
和
歌
集
』

巻
末
の
伝
記
に
特
記
さ
れ
、「
光
広
像
」（
法
雲
院
）
の
一
絲
に
よ
る
賛
中
に
偈
全
体

を
引
い
て
言
及
さ
れ
る
こ
と
に
示
さ
れ
て
い
る
。

宗
達
お
よ
び
宗
達
派
に
よ
る
十
数
点
以
上
の
犬
図
の
う
ち
賛
が
あ
る
の
は
二
点

で
、
そ
の
う
ち
一
点
は
一
絲
の
着
賛
（
図
４
、
個
人
）（
註
14
）
で
あ
る
。
岩
と
木
の

芽
の
よ
う
な
も
の
、
白
に
黒
の
斑
の
あ
る
犬
を
描
き
、
賛
は
「
被
趙
老
觸
、
有
無

相
争
。
叢
林
戸
々
、
喧
惹
虚
名
（
趙
老
の
觸
を
被
り
、
有
無
、
相
争
う
。
叢
林
戸
々
、

虚
名
を
惹
き
て
喧
し
。）」
と
狗
子
話
を
詠
み
込
む
。
ち
な
み
に
賛
の
署
名
「
耕
雲

子
」
を
一
絲
が
名
の
る
の
は
寛
永
十
年
（
一
六
三
三
）
以
降
で
あ
る
。
従
っ
て
、

光
広
の
省
悟
の
時
期
に
重
な
る
が
、
こ
の
作
品
そ
の
も
の
が
光
広
と
直
接
結
び
つ

く
か
ど
う
か
は
何
と
も
い
え
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
ま
で
に
な
い
単
独
主
題
と
し

て
の
犬
を
宗
達
が
描
き
、
そ
れ
に
一
絲
が
狗
子
話
を
踏
ま
え
た
賛
を
す
る
、
こ
の

よ
う
な
作
品
が
生
ま
れ
る
背
景
に
光
広
の
一
絲
へ
の
参
禅
が
あ
っ
た
。
つ
ま
り
狗

子
を
も
っ
て
狗
子
話
を
象
徴
す
る
と
い
う
画
期
的
な
作
品
が
、
宗
達
周
辺
に
お
い

図
４　

俵
屋
宗
達
筆
、
一
絲
文
守
賛
「
狗
子
図
」（
個
人
）
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て
お
そ
ら
く
初
め
て
実
現
し
た
と
考
え
る
の
は
的
は
ず
れ
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
光

広
は
後
水
尾
帝
の
信
任
厚
く
歌
や
書
を
は
じ
め
諸
芸
に
通
じ
た
当
代
き
っ
て
の
文

化
人
で
あ
り
、
将
軍
・
徳
川
家
光
の
歌
道
指
南
も
勤
め
た
、
公
武
双
方
に
文
化
的

影
響
力
を
も
っ
た
人
物
で
あ
る
。
そ
し
て
、
宗
達
は
光
広
と
の
交
友
も
そ
の
一
部

で
あ
る
が
後
水
尾
帝
を
中
心
と
す
る
宮
廷
と
関
わ
り
が
あ
り
、
一
絲
は
近
衛
家
出

身
の
祖
父
を
も
ち
後
水
尾
帝
周
辺
の
人
々
と
縁
戚
関
係
に
あ
り
、
宮
中
の
人
々
か

ら
深
い
愛
顧
を
う
け
て
い
た
。

宗
達
に
は
犬
以
外
に
も
兎
や
鹿
、
牛
な
ど
の
動
物
を
単
独
で
あ
ら
わ
す
水
墨
の
作

品
が
知
ら
れ
て
い
る
。
兎
や
鹿
の
作
例
は
友
松
に
先
例
が
あ
り
、
ま
た
犬
の
姿
か
た

ち
や
描
法
に
は
朝
鮮
絵
画
と
の
関
係
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
宗
達
は
そ
う
し
た
先
例

に
な
ら
い
つ
つ
、
み
ず
み
ず
し
い
墨
面
や
や
わ
ら
か
で
ニ
ュ
ア
ン
ス
の
あ
る
線
描
を

駆
使
し
て
愛
ら
し
い
姿
を
あ
ら
わ
し
た
。
た
と
え
ば
大
変
よ
く
知
ら
れ
た
「
牛
図
」

（
頂
妙
寺
）
を
は
じ
め
光
広
の
賛
の
あ
る
も
の
が
い
く
つ
か
あ
る
よ
う
に
（
註
15
）、
狗

子
図
を
含
め
そ
う
し
た
動
物
画
の
多
く
は
、
光
広
お
よ
び
そ
の
周
辺
の
人
々
の
新
し

い
趣
向
へ
の
賛
同
、
宗
達
愛
好
の
な
か
で
生
ま
れ
た
の
だ
ろ
う
。

狗
子
話
は
大
変
よ
く
知
ら
れ
た
公
案
で
あ
り
、
当
時
の
人
々
に
と
っ
て
常
識
的
な

知
識
で
あ
っ
た
。
従
っ
て
、
狗
子
図
を
み
て
狗
子
話
を
連
想
す
る
と
い
う
こ
と
は
そ

う
特
別
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
と
思
う
が
、
宗
達
以
前
に
そ
の
よ
う
な
狗
子
図
が
な

か
っ
た
以
上
、
宗
達
の
狗
子
図
は
狗
子
そ
れ
だ
け
が
描
か
れ
た
画
面
に
狗
子
話
を
連

想
す
る
と
い
う
回
路
を
つ
く
っ
た
と
い
え
る
と
思
う
。

既
述
の
「
黒
田
忠
之
像
」
の
賛
者
沢
庵
は
、
光
広
そ
し
て
一
絲
が
と
も
に
慕
い
参

禅
し
た
僧
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
宗
達
、
光
広
、
一
絲
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
に
お
い
て
お

そ
ら
く
寛
永
年
間
に
生
ま
れ
た
狗
子
図
、
狗
子
を
も
っ
て
狗
子
話
を
象
徴
さ
せ
る
と

い
う
発
想
は
、
沢
庵
を
窓
口
と
し
て
正
保
二
年
よ
り
少
し
以
前
に
制
作
さ
れ
た
「
黒

田
忠
之
像
」
周
辺
の
人
々
に
も
知
ら
れ
て
い
た
に
違
い
な
い
。「
黒
田
忠
之
像
」
の

一
見
珍
奇
な
犬
の
登
場
は
、「
春
屋
宗
園
・
黒
田
長
政
像
」
に
お
け
る
白
犬
の
継
承

だ
け
で
な
く
、
宗
達
の
狗
子
図
に
お
け
る
犬
の
扱
い
を
変
形
、
展
開
さ
せ
た
も
の
と

考
え
て
い
る
。

（
四
）
伊
藤
若
冲
の
狗
子
図

　

宗
達
が
つ
く
り
だ
し
た
回
路
を
巧
み
に
自
作
に
取
り
込
み
、
さ
ら
に
別
の
趣
を

も
つ
狗
子
図
を
つ
く
り
だ
し
た
の
が
、
伊
藤
若
冲
（
一
七
一
六
〜
一
八
〇
〇
）
で
あ

る
。
若
冲
に
は
仔
犬
を
描
く
作
品
が
四
点
知
ら
れ
る
。
こ
の
う
ち
三
点
に
禅
僧
が
記

す
賛
は
い
ず
れ
も
狗
子
話
を
詠
ん
で
お
り
、
若
冲
の
犬
図
が
狗
子
話
と
強
く
結
び
つ

い
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
以
下
に
述
べ
る
よ
う
に
、
そ
の
こ
と
は
近
年
指
摘
が
あ

る
が
、
改
め
て
検
討
し
た
い
。

○
「
厖
児
戯
箒
図
」

四
点
の
う
ち
も
っ
と
も
制
作
時
期
の
早
い
「
厖
児
戯
箒
図
」（
図
５
、
鹿
苑
寺
）
は
、

二
〇
〇
七
年
に
承
天
閣
美
術
館
で
開
催
さ
れ
た
展
覧
会
（
註
16
）
で
新
発
見
と
し
て
紹

図
５　

伊
藤
若
冲
筆
、
無
染
浄
善
賛
「
厖
児
戯
箒
図
」（
鹿
苑
寺
）
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介
さ
れ
た
。
画
面
手
前
に
箒
を
、
そ
の
背
後
に
仔
犬
を
描
く
。
仔
犬
は
箒
を
振
り
か

え
る
よ
う
な
姿
勢
で
あ
る
。
箒
の
柄
が
画
面
右
端
中
央
で
切
れ
て
い
る
た
め
、
画
面

の
外
側
に
誰
か
が
い
て
箒
で
仔
犬
を
掃
こ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
み
え
る
。
こ
の

犬
の
姿
か
た
ち
に
つ
い
て
は
、
福
士
雄
也
氏
が
狩
野
養
信
筆
の
模
本
（
東
京
国
立
博

物
館
）
が
あ
る
等
春
画
に
基
づ
く
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
（
註
17
）。
何
ら
か
の
原
図
が

あ
っ
た
に
せ
よ
、
比
較
的
自
然
な
毛
描
や
濃
淡
を
微
妙
に
つ
け
た
棕
櫚
の
葉
に
は
素

直
に
対
象
を
再
現
し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
う
か
が
え
、
画
業
ご
く
初
期
の
も
の
と
み

て
お
き
た
い
（
註
18
）。

「
趙
州
門
外
小
厖
児
、
来
倚
寒
山
苕
帚
戯
、
佛
性
不
須
問
有
無
、
諸
塵
三
昧
従
斯

起
（
趙
州
門
外
の
小
厖
児
、
来
た
っ
て
寒
山
の
苕
帚
に
倚
っ
て
戯
る
。
佛
性
、
有
無

を
問
う
こ
と
を
須
い
ざ
れ
。
諸
塵
も
三
昧
も
斯
よ
り
起
こ
る
。）」（
註
19
）
と
、
描
か

れ
た
仔
犬
か
ら
狗
子
話
を
、
箒
か
ら
寒
山
を
想
起
し
、
そ
れ
ら
に
関
わ
る
厖
児
（
む

く
犬
）、
苕
帚
（
く
さ
ぼ
う
き
）、
佛
性
、
有
無
、
塵
と
い
っ
た
言
葉
を
盛
り
込
む
。

賛
者
の
丹
崖
道
人
は
黄
檗
僧
・
無
染
浄
善
（
一
六
九
三
〜
一
七
六
四
）。
嵯
峨
直
指

庵
の
覚
天
元
朗
の
法
を
嗣
ぎ
直
指
庵
八
代
、
乙
訓
の
養
雲
庵
住
持
と
な
っ
た
。
ち
な

み
に
俗
兄
の
仙
巌
元
嵩
は
萬
福
寺
第
十
九
代
住
持
（
註
20
）。
若
冲
画
に
着
賛
す
る
禅

僧
の
な
か
で
も
そ
の
数
が
最
も
多
い
こ
と
で
知
ら
れ
る
。

注
目
す
べ
き
は
箒
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
み
た
祖
師
図
で
も
宗
達
画
で
も
、
狗
子
と

と
も
に
箒
が
描
か
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
仔
犬
の
姿
態
の
参
考
と
な
っ
た
等
春
画

に
も
箒
は
な
い
。
つ
ま
り
箒
は
若
冲
が
独
自
に
加
え
た
も
の
と
判
断
で
き
る
。
箒
を

加
え
た
の
は
、
既
存
の
仔
犬
が
何
か
で
遊
ぶ
と
い
う
図
様
を
参
考
に
、
よ
り
新
し
く

な
お
か
つ
仔
犬
を
愛
ら
し
く
演
出
で
き
る
図
様
と
し
て
考
え
た
結
果
で
も
あ
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
今
橋
理
子
氏
が
本
文
後
述
の
若
冲
の
「
仔
犬
に
箒
図
」（
財
団
法
人
細

見
美
術
財
団
）
に
つ
い
て
指
摘
す
る
煩
悩
の
犬
を
掃
く
と
い
う
意
味
合
い
（
註
21
）
も

込
め
ら
れ
て
い
た
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
無
染
の
賛
は
理
由
が
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
こ

と
を
示
唆
す
る
。
無
染
は
仔
犬
が
寒
山
の
箒
で
遊
ぶ
と
い
う
。
描
か
れ
た
箒
に
寒
山

を
連
想
す
る
の
は
当
時
に
お
い
て
は
常
識
的
な
教
養
だ
ろ
う
（
註
22
）。
し
か
し
、
狗

子
話
を
象
徴
す
る
狗
子
と
寒
山
の
箒
の
組
合
せ
は
、
な
か
な
か
に
含
み
が
あ
る
。
志

南
に
よ
る
『
天
台
山
國
淸
禪
寺
三
隱
集
記
』（
一
一
八
九
）
に
趙
州
が
寒
山
に
会
っ

て
問
答
し
た
と
載
る
。
唐
代
の
伝
説
的
な
散
聖
で
あ
る
寒
山
の
伝
記
に
は
不
明
な
点

が
多
く
、
二
人
が
問
答
し
た
こ
と
も
歴
史
的
事
実
と
し
て
確
認
で
き
る
も
の
で
は
な

い
が
、
そ
れ
は
問
題
で
は
な
い
。
無
染
が
賛
に
寒
山
の
名
を
持
ち
だ
し
て
い
る
の
は
、

描
か
れ
た
箒
に
導
か
れ
て
で
は
あ
っ
て
も
禅
僧
と
し
て
二
人
の
問
答
に
つ
い
て
の
知

識
が
あ
っ
て
の
こ
と
と
理
解
す
べ
き
だ
ろ
う
。

無
染
は
、
宗
達
お
よ
び
宗
達
派
に
よ
る
狗
子
図
で
賛
の
あ
る
二
点
の
う
ち
の
い
ま

一
点
「
双
狗
図
」（
個
人
）
に
後
賛
を
し
て
い
る
。「
業
識
并
佛
性
、
黒
白
巧
描
模
、

可
喚
趙
州
老
、
任
口
説
有
無
（
業
識
并
び
に
佛
性
、
黒
白
、
巧
み
に
描
き
模
す
。
趙

州
老
を
喚
ぶ
べ
し
、
口
に
任
し
て
有
無
を
説
か
ん
）」。
つ
ま
り
、
少
な
く
と
も
彼
は

宗
達
の
狗
子
図
を
知
っ
て
い
た
。
そ
こ
で
、
そ
も
そ
も
若
冲
は
本
図
を
描
く
に
あ

た
っ
て
、
宗
達
の
狗
子
図
さ
ら
に
は
趙
州
と
寒
山
の
問
答
に
つ
い
て
禅
僧
た
ち
よ
り

聞
き
知
っ
て
い
た
、
若
冲
の
作
画
契
機
が
そ
こ
に
あ
っ
た
可
能
性
を
考
え
た
い
。
若

冲
画
の
制
作
、
享
受
環
境
と
し
て
相
国
寺
・
大
典
（
梅
荘
）
顕
常
を
は
じ
め
と
す
る

禅
僧
と
の
交
流
は
従
来
か
ら
重
視
さ
れ
て
き
た
。
ほ
ぼ
独
学
で
絵
の
道
に
す
す
ん

だ
若
冲
に
と
っ
て
、
学
習
の
大
き
な
部
分
を
占
め
て
い
た
中
国
絵
画
を
含
む
古
画

の
模
写
の
た
め
に
、
そ
れ
ら
の
所
在
を
教
え
、
閲
覧
や
模
写
の
た
め
の
便
宜
を
は
か

る
、
あ
る
い
は
絵
に
ま
つ
わ
る
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
を
示
し
て
く
れ
る
禅
寺
や
禅
僧
の

力
は
欠
か
せ
な
い
も
の
で
あ
っ
た
だ
ろ
う
。
従
来
の
、
絵
を
描
く
こ
と
に
耽
溺
し
て

い
た
オ
タ
ク
で
は
な
く
、
町
年
寄
と
し
て
政
治
手
腕
を
発
揮
す
る
社
交
性
や
積
極
性
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を
も
ち
あ
わ
せ
て
い
た
人
物
と
い
う
近
年
の
若
冲
像
の
見
直
し
（
註
23
）
に
の
っ
と
っ

て
い
え
ば
、
彼
は
そ
う
し
て
得
た
知
識
を
自
身
の
作
品
に
盛
り
込
む
こ
と
に
も
意
欲

的
だ
っ
た
だ
ろ
う
。「
厖
児
戯
箒
図
」
の
仔
犬
と
箒
と
い
う
新
奇
な
組
み
合
わ
せ
は
、

若
冲
と
禅
僧
た
ち
の
そ
う
し
た
交
友
の
な
か
で
実
現
し
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

ち
な
み
に
大
典
は
一
説
に
近
江
国
神
崎
郡
出
身
と
さ
れ
、
そ
う
で
あ
れ
ば
無
染
と
同

郷
で
あ
る
。
実
際
早
く
寛
保
年
間
（
一
七
四
一
〜
四
四
）
の
交
流
が
確
認
で
き
る
（
註

24
）。「
厖
児
戯
箒
図
」
は
画
業
の
ご
く
初
期
の
作
品
で
あ
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
二
人

や
周
辺
の
禅
僧
た
ち
が
若
冲
に
も
た
ら
す
情
報
が
か
な
り
直
接
的
に
画
面
内
容
に
反

映
さ
れ
た
、
そ
う
い
う
作
品
だ
と
考
え
て
い
る
。
若
冲
は
、
禅
僧
た
ち
に
導
か
れ
な

が
ら
、
煩
悩
の
犬
、
等
春
画
系
の
犬
の
図
様
、
宗
達
の
狗
子
図
、
趙
州
と
寒
山
の
問

答
と
い
っ
た
実
に
さ
ま
ざ
ま
な
知
識
や
情
報
を
取
り
入
れ
、
新
し
い
狗
子
図
を
つ
く

り
あ
げ
た
（
註
25
）。

○
「
仔
犬
に
箒
図
」、「
百
犬
図
」

箒
の
あ
る
狗
子
図
＝
趙
州
と
寒
山
を
仔
犬
と
箒
で
暗
示
す
る
絵
は
若
冲
自
身
に

と
っ
て
会
心
の
出
来
だ
っ
た
だ
ろ
う
し
、
あ
る
程
度
評
判
に
な
っ
た
の
か
も
し
れ
な

い
。「
仔
犬
に
箒
図
」（
財
団
法
人
細
見
美
術
財
団
）
は
、「
厖
児
戯
箒
図
」
よ
り
は

後
の
制
作
と
さ
れ
る
作
品
で
、
墨
画
で
あ
る
こ
と
、
犬
が
白
犬
で
あ
る
こ
と
、
犬
が

手
前
で
箒
が
後
で
あ
る
こ
と
が
「
厖
児
戯
箒
図
」
と
異
な
る
も
の
の
、
そ
の
変
形
と

み
な
せ
る
。

無
染
の
そ
れ
を
写
し
た
と
い
う
賛
の
筆
者
は
、
山
口
真
理
子
氏
の
ご
教
示
（
註
26
）

に
よ
り
龍
門
承
猷
（
一
七
三
四
〜
一
八
〇
〇
）
と
判
明
す
る
。
署
名
「
冥
鴻
猷
」、

白
文
方
印
「
承
猷
」、
朱
文
方
印
「
烟
霞
第
壱
」
が
あ
る
。
第
二
句
を
「
来
働
（
？
）

棕
櫚
長
箒
戯
」
と
し
「
厖
児
戯
箒
図
」
と
異
な
る
が
、
そ
れ
以
外
は
同
文
で
あ
る
。

龍
門
は
大
典
の
弟
子
で
鹿
苑
寺
第
七
世
、
同
寺
の
若
冲
に
よ
る
障
壁
画
は
彼
の
住
持

就
任
を
記
念
し
て
依
頼
さ
れ
た
と
み
る
意
見
が
あ
る
よ
う
に
、
大
典
周
辺
の
、
若
冲

に
縁
あ
る
禅
僧
で
あ
る
。「
厖
児
戯
箒
図
」
は
い
ま
鹿
苑
寺
の
所
蔵
で
あ
る
が
、
お

そ
ら
く
早
く
か
ら
同
寺
に
あ
っ
た
、
少
な
く
と
も
龍
門
が
み
る
こ
と
が
で
き
る
も

の
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
す
な
わ
ち
本
図
の
賛
者
が
龍
門
と
判
明
し
た
こ
と
に

よ
っ
て
、
本
図
と
「
厖
児
戯
箒
図
」、
そ
し
て
若
冲
を
め
ぐ
る
禅
僧
た
ち
の
強
い
関

連
が
改
め
て
確
認
で
き
た
。

そ
の
よ
う
な
両
作
品
の
結
び
つ
き
は
、
狗
子
と
箒
を
組
合
せ
て
描
く
絵
が
ご
く
限

れ
た
人
々
の
間
で
の
み
享
受
さ
れ
た
こ
と
を
示
唆
す
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
、

龍
門
の
賛
の
語
句
が
一
部
異
な
る
こ
と
は
、
逆
に
あ
る
程
度
の
広
が
り
を
も
っ
て
い

た
、
つ
ま
り
複
数
の
作
品
が
つ
く
ら
れ
る
な
か
で
、
寒
山
を
詠
む
賛
は
理
解
さ
れ
に

く
か
っ
た
た
め
無
染
が
一
部
語
句
を
変
更
し
た
詩
を
別
に
作
し
た
可
能
性
も
考
え
さ

せ
る
。
若
冲
が
似
た
図
柄
の
絵
を
繰
り
返
し
描
く
こ
と
は
、
例
が
多
く
確
認
さ
れ
て

図
６　

伊
藤
若
冲
「
百
犬
図
」（
個
人
）
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い
る
通
り
で
あ
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
絵
に
は
絵
解
き
的
な
役
割
を
果
た
す
無

染
の
賛
が
セ
ッ
ト
で
あ
る
こ
と
が
必
須
条
件
で
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、

龍
門
も
新
た
に
賛
を
作
ら
ず
無
染
の
そ
れ
を
写
し
た
と
考
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

若
冲
お
よ
び
そ
の
周
囲
が
狗
子
と
箒
を
組
み
合
わ
せ
、
趙
州
と
寒
山
を
示
唆
す
る

ア
イ
デ
ア
に
特
別
な
思
い
入
れ
を
も
っ
て
い
た
こ
と
は
、
最
晩
年
の
「
百
犬
図
」（
個

人
）
に
も
う
か
が
え
る
。「
米
斗
翁
八
十
六
歳
画
」
の
署
名
に
い
う
八
十
六
歳
は
没

年
の
八
十
五
歳
を
越
え
て
い
る
が
、
近
年
の
狩
野
博
幸
氏
に
よ
る
還
暦
以
降
改
元
一

歳
加
算
説
（
註
27
）
に
よ
り
実
際
に
は
八
十
四
歳
、
最
晩
年
の
作
と
み
な
せ
る
も
の
で

あ
る
。
こ
の
作
品
に
つ
い
て
以
前
か
ら
気
に
か
か
っ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。
画
面
の

ち
ょ
う
ど
中
央
よ
り
少
し
右
で
正
面
を
向
く
白
い
一
匹
が
緑
色
の
葉
の
よ
う
な
も
の

口
に
し
て
い
る
こ
と
、
そ
し
て
そ
の
右
下
方
で
白
に
黒
の
斑
の
あ
る
二
匹
が
茶
に
黒

の
縞
の
あ
る
一
匹
を
は
さ
み
そ
れ
ら
三
匹
で
縄
を
く
わ
え
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本

図
に
仔
犬
以
外
に
描
か
れ
る
の
は
こ
れ
ら
、
そ
し
て
地
面
に
生
え
る
草
の
み
で
あ

る
。
地
面
の
草
は
若
冲
の
他
の
彩
色
画
、
た
と
え
ば
「
動
植
綵
絵
」（
宮
内
庁
三
の

丸
尚
蔵
館
）
中
の
「
紫
陽
花
双
鶏
図
」
な
ど
に
も
認
め
ら
れ
「
百
犬
図
」
に
固
有
な

も
の
で
は
な
い
た
め
ひ
と
ま
ず
お
く
と
し
て
も
、
葉
の
よ
う
な
も
の
と
縄
に
は
特
別

な
意
味
が
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
て
な
ら
な
か
っ
た
。
そ
ん
な
な
か
「
厖
児
戯
箒
図
」

を
一
見
し
、
そ
れ
ら
は
箒
の
断
片
で
あ
る
と
考
え
る
に
至
っ
た
。
つ
ま
り
、
束
ね
ら

れ
て
箒
と
な
っ
て
い
た
棕
櫚
の
一
枚
と
束
ね
て
い
た
縄
で
は
な
い
か
。「
厖
児
戯
箒

図
」
で
は
縄
は
黒
く
よ
り
細
い
紐
状
の
も
の
で
あ
る
が
、
既
述
の
よ
う
に
狗
子
に
箒

の
図
が
複
数
あ
っ
た
な
ら
ば
、
こ
う
し
た
縄
の
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
っ
た
か
も
し

れ
な
い
し
、
あ
る
い
は
縄
の
断
片
を
よ
り
縄
ら
し
く
み
せ
る
た
め
の
表
現
と
も
考
え

ら
れ
る
。

本
図
に
つ
い
て
、
以
前
に
今
橋
氏
よ
り
百
狗
子
図
＝
百
子
図
で
あ
り
、
犬
の
安

産
、
多
産
と
も
結
び
付
い
た
吉
祥
画
と
い
う
見
解
が
だ
さ
れ
て
い
る
（
註
28
）
が
、
そ

れ
に
対
し
て
近
年
、
若
冲
の
狗
子
図
が
新
た
に
み
い
だ
さ
れ
狗
子
話
と
の
関
係
が
指

摘
さ
れ
る
な
か
で
疑
問
が
呈
さ
れ
て
い
る
（
註
29
）。
私
は
多
産
や
安
産
に
結
び
つ
く

吉
祥
画
と
い
う
点
は
動
か
ず
、
こ
れ
ら
の
仔
犬
た
ち
が
単
な
る
仔
犬
で
は
な
く
狗
子

話
の
狗
子
で
も
あ
る
と
も
考
え
る
が
、
そ
れ
よ
り
も
若
冲
と
注
文
主
に
し
か
分
か
ら

な
い
よ
う
な
極
め
て
私
的
な
嗜
好
が
よ
り
さ
ま
ざ
ま
に
、
強
い
意
味
を
も
っ
て
込
め

ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
う
。
解
体
さ
れ
た
箒
に
よ
る
寒
山
の
示
唆
は
そ
の
一
つ
だ
ろ

う
。
他
に
も
気
に
な
る
点
は
大
変
多
い
が
、
い
ず
れ
に
つ
い
て
も
具
体
的
な
説
明
は

で
き
そ
う
に
な
い
。
た
と
え
ば
箒
の
柄
で
あ
る
竹
が
な
い
の
は
犬
＋
竹
＝
笑
と
い
う

こ
と
と
関
わ
る
の
か
、
上
部
の
吠
え
か
け
る
仔
犬
た
ち
は
何
に
対
し
て
吠
え
て
い
る

の
か
な
ど
。
五
十
八
匹
の
仔
犬
う
ち
二
匹
が
若
冲
に
関
連
し
て
制
作
さ
れ
た
「
樹
花

鳥
獣
図
屏
風
」（
静
岡
県
立
美
術
館
所
蔵
）
の
虎
お
よ
び
豹
と
ポ
ー
ズ
を
同
じ
く
す

る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
（
註
30
）、
全
て
の
仔
犬
が
具
体
的
に
意
味
を
帯
び
る
わ

け
で
は
決
し
て
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、
解
体
さ
れ
た
箒
と
し
て
の
葉
と
縄
の
描
写

は
、
こ
れ
が
単
な
る
吉
祥
画
で
は
な
い
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

「
厖
児
戯
箒
図
」
を
描
い
た
画
業
の
最
初
期
か
ら
「
百
犬
図
」
の
最
晩
年
八
十
四
歳

ま
で
、
若
冲
に
と
っ
て
狗
子
と
箒
の
組
み
合
わ
せ
は
執
着
せ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
も

の
で
あ
っ
た
と
は
い
え
そ
う
で
あ
る
。

○
「
親
犬
仔
犬
図
」

若
冲
が
狗
子
話
を
踏
ま
え
た
狗
子
図
に
、
従
来
と
は
異
な
る
工
夫
を
積
極
的
に
加

味
し
た
こ
と
を
み
て
き
た
。
近
年
紹
介
さ
れ
た
「
親
犬
仔
犬
図
」（
万
寿
院
）
も
ま
た
、

そ
う
し
た
創
意
を
賛
と
の
関
わ
り
で
み
る
べ
き
も
の
と
考
え
る
。
若
冲
の
印
の
欠
損

か
ら
晩
年
の
作
と
さ
れ
て
い
る
（
註
31
）。
画
面
右
を
向
い
て
坐
る
親
犬
の
右
前
足
に
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か
ら
み
つ
く
よ
う
に
仔
犬
が
お
り
、
そ
の
仔
犬
は
何
か
に
お
び
え
る
よ
う
に
画
面
左

方
に
視
線
を
向
け
る
。「
舐
犢
匀
其
愛
、
吠
形
能
守
門
、
趙
州
無
字
話
、
業
識
有
誰

論
（
舐
犢
（
し
と
く
）、
其
愛
を
匀
し
く
す
。
吠
形
（
は
い
ぎ
ょ
う
）、
能
く
門
を
守
る
。

趙
州
無
字
の
話
、
業
識
（
ご
っ
し
き
）、
誰
有
っ
て
か
論
ず
。）」
犢
は
小
牛
、
舐
犢

と
は
親
牛
が
子
牛
を
な
め
愛
す
る
こ
と
、
転
じ
て
深
く
我
が
子
を
愛
す
る
と
い
う
謙

辞
（「
後
漢
書
」
楊
彪
伝
）。
業
識
は
『
起
信
論
』
に
説
く
五
位
（
五
識
）
の
一
で
根

本
無
明
の
力
に
よ
っ
て
生
じ
た
不
覚
の
心
。『
従
容
録
』
第
十
八
則
の
狗
子
話
に
「
僧

云
、
一
切
衆
生
皆
有
佛
性
、
狗
子
為
什
麼
却
無
、
州
云
、
為
伊
有
業
識
在
」
と
あ
り
、

賛
の
「
業
識
有
誰
論
」
と
い
っ
た
言
葉
は
こ
れ
を
踏
ま
え
て
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ

ち
第
一
句
で
舐
犢
と
い
う
言
葉
を
持
ち
出
し
描
か
れ
る
親
子
の
愛
情
を
、
第
二
句
で

犬
の
優
れ
た
点
を
述
べ
、
そ
れ
を
承
け
て
後
半
で
狗
子
話
に
及
ん
で
い
る
。
賛
者
は

聞
中
淨
復
（
一
七
三
九
〜
一
八
二
九
）。
は
じ
め
相
国
寺
・
大
典
に
学
び
、
後
に
黄

檗
僧
と
な
っ
た
。
若
冲
に
絵
を
学
び
、
詩
文
、
書
画
を
能
く
し
た
。
若
冲
画
へ
の
着

賛
も
多
い
（
註
32
）。

親
仔
の
犬
を
描
く
こ
と
は
、『
宣
和
画
譜
』
巻
十
八
、
易
元
吉
の
項
に
「
子
母
犬

図
」
と
あ
り
、
現
存
作
品
で
は
毛
益
に
伝
称
さ
れ
る
「
蜀
葵
遊
猫
図
・
萱
草
遊
狗
図
」

（
大
和
文
華
館
）
お
よ
び
そ
れ
に
類
す
る
南
宋
院
体
画
に
み
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
本
に
お
い
て
は
犬
の
姿
か
た
ち
は
伝
毛
益
画
に
お
い
て
犬
と
セ
ッ
ト
で
描
か
れ
て

い
た
麝
香
猫
の
姿
か
た
ち
に
転
用
さ
れ
て
、
狩
野
派
の
作
品
な
ど
に
取
り
込
ま
れ
て

い
っ
た
（
註
33
）。
従
っ
て
、
麝
香
猫
の
親
仔
は
盛
ん
に
描
か
れ
た
が
、
犬
の
親
子
の

絵
は
あ
ま
り
な
い
。
と
こ
ろ
が
十
八
世
紀
後
半
に
な
る
と
に
わ
か
に
確
認
で
き
る
。

若
冲
が
ま
さ
に
京
で
活
躍
し
て
い
た
こ
ろ
、
円
山
応
挙
（
一
七
三
三
〜
九
五
）
と

そ
の
弟
子
・
長
沢
芦
雪
（
一
七
五
四
〜
九
九
）
お
よ
び
円
山
派
の
画
家
が
盛
ん
に

狗
子
図
を
制
作
す
る
。
応
挙
に
は
管
見
の
限
り
親
仔
犬
は
な
い
よ
う
だ
が
明
和
年
間

（
一
七
六
四
〜
七
二
）
以
降
多
く
の
仔
犬
図
が
確
認
さ
れ
、
芦
雪
に
は
数
例
の
親
仔

犬
図
が
知
ら
れ
る
。
芦
雪
に
は
襖
三
面
に
わ
た
っ
て
成
犬
三
匹
と
仔
犬
十
匹
を
描
く

「
花
鳥
群
狗
図
」
襖
（
成
就
寺
、
一
七
八
六
年
）
や
「
犬
図
」
六
曲
一
隻
屏
風
（
個

人
、
天
明
年
間
）
が
あ
る
。
ま
た
京
狩
野
家
六
代
め
の
永
良
（
一
七
四
一
〜
七
一
）

「
親
仔
犬
図
」（
静
岡
県
立
美
術
館
）
は
、
黒
犬
と
白
犬
の
二
匹
の
親
犬
と
五
匹
の
仔

犬
を
無
背
景
の
画
面
に
あ
ら
わ
す
。
基
本
的
に
は
狩
野
派
伝
統
の
濃
彩
細
密
の
描
法

で
あ
る
が
南
蘋
派
の
影
響
か
生
々
し
さ
が
あ
る
。
だ
が
、
図
像
的
に
は
円
山
派
に
近

い
。
流
派
の
違
い
を
超
え
て
、
同
時
代
の
京
で
こ
の
よ
う
に
親
仔
犬
図
が
複
数
み
ら

れ
る
背
景
に
は
、
当
時
の
ペ
ッ
ト
ブ
ー
ム
な
ど
社
会
事
情
に
も
目
を
向
け
る
べ
き
か

も
し
れ
な
い
（
註
34
）。

若
冲
は
当
然
、
こ
の
よ
う
な
同
時
代
の
同
じ
街
の
動
向
を
知
っ
て
い
た
だ
ろ
う
。

そ
の
上
で
、
新
し
い
親
仔
犬
図
と
し
て
試
み
ら
れ
た
の
が
「
親
犬
仔
犬
図
」
で
あ
り
、

そ
の
新
し
さ
は
「
舐
犢
」
と
い
う
言
葉
を
鍵
と
し
て
い
る
の
で
は
と
考
え
る
。
本
図

の
親
犬
の
口
元
か
ら
の
ぞ
く
舌
は
、
上
下
の
顎
と
の
位
置
的
整
合
性
に
や
や
欠
け
唐

突
な
印
象
で
あ
る
。
ま
た
、
仔
犬
を
舐
め
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
な
ぜ
舌
を
描
い

た
の
か
が
不
可
解
で
も
あ
る
。
本
図
の
親
犬
と
仔
犬
の
姿
か
た
ち
は
円
山
派
や
芦
雪

の
そ
れ
と
お
お
よ
そ
共
通
し
て
お
り
、
当
時
の
市
井
の
画
家
が
利
用
で
き
た
粉
本
的

な
も
の
に
よ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
に
お
い
て
も
舌
を
出
す
も
の
は

な
い
。
そ
こ
で
先
の
「
厖
児
戯
箒
図
」
に
つ
い
て
の
私
案
を
敷
衍
す
れ
ば
、
若
冲
は

「
舐
犢
」
と
い
う
言
葉
に
ヒ
ン
ト
を
得
て
新
し
い
犬
図
を
生
み
出
す
こ
と
を
画
策
し

た
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
し
か
し
本
図
に
お
い
て
若
冲
ら
し
い
動
物
へ
の
ま
な
ざ
し
、

一
ひ
ね
り
あ
る
表
現
と
し
て
目
を
ひ
く
の
は
何
か
に
お
び
え
る
か
の
よ
う
な
仔
犬
で

あ
り
、
そ
の
点
で
「
舐
犢
」
と
い
う
趣
向
の
取
り
込
み
は
あ
ま
り
成
功
し
な
か
っ
た

と
い
え
る
だ
ろ
う
。
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賛
の
内
容
、
賛
者
と
若
冲
の
関
わ
り
に
重
き
を
置
き
す
ぎ
た
解
釈
か
も
し
れ
な

い
。
し
か
し
、
か
つ
て
佐
藤
康
宏
氏
は
「
画
家
自
身
が
禅
的
な
読
み
込
み
を
ど
れ
だ

け
予
想
し
て
い
た
か
は
分
か
ら
な
い
」
も
の
の
「
動
植
物
を
仏
法
の
比
喩
と
見
な
す

の
を
喜
ぶ
環
境
に
、
画
家
が
親
し
く
身
を
置
い
て
行
わ
れ
た
事
実
も
軽
視
す
べ
き
で

は
な
い
」、
ま
た
こ
う
し
た
「
環
境
が
逆
に
若
冲
の
造
型
に
力
を
与
え
た
可
能
性
も

あ
ろ
う
」
と
述
べ
ら
れ
た
（
註
35
）。
そ
の
見
解
に
賛
同
し
、
本
稿
で
は
一
連
の
狗
子

図
を
若
冲
画
の
な
か
で
も
特
に
禅
的
思
想
、
禅
僧
と
の
関
わ
り
の
な
か
で
解
釈
す
る

こ
と
が
妥
当
か
つ
有
意
義
と
考
え
検
討
し
た
。

む　

す　

び

宗
達
、
若
冲
以
外
に
本
稿
で
挙
げ
た
作
品
―
応
挙
、
芦
雪
、
永
良
画
な
ど
に
狗
子

話
と
の
関
わ
り
を
積
極
的
に
み
る
べ
き
か
と
い
え
ば
、
否
で
あ
ろ
う
。
彼
ら
画
家
も

そ
の
享
受
者
も
狗
子
話
を
知
ら
な
い
わ
け
で
な
い
だ
ろ
う
し
、
芦
雪
画
に
つ
い
て
は

今
橋
氏
の
、
繰
り
返
し
描
か
れ
る
後
ろ
を
向
く
黒
犬
に
黒
＋
犬
＝
黙
＝
無
の
意
味
が

こ
め
ら
れ
て
い
た
と
い
う
意
見
（
註
36
）
に
魅
力
を
感
じ
る
。
し
か
し
、
そ
う
で
あ
っ

て
も
享
受
者
が
よ
り
強
く
求
め
、
画
家
が
努
め
て
描
き
出
そ
う
と
し
た
の
は
、
狗
子

話
の
象
徴
と
し
て
の
狗
子
で
は
な
く
、
み
れ
ば
思
わ
ず
笑
み
が
こ
ぼ
れ
る
よ
う
な
、

ひ
た
す
ら
に
愛
ら
し
い
狗
子
で
あ
っ
た
は
ず
で
あ
る
。

犬
に
関
わ
る
画
事
と
し
て
見
過
ご
せ
な
い
も
の
に
、
曲
亭
馬
琴
（
一
七
六
七
〜

一
八
四
八
）
畢
生
の
大
作
『
南
総
里
見
八
犬
伝
』（
一
八
一
四
〜
四
二
）
が
あ
る
。

八
犬
士
ら
が
描
か
れ
る
本
文
中
の
挿
図
も
さ
り
な
が
ら
、
全
九
十
八
巻
百
六
冊
の
表

紙
、
見
返
し
の
犬
に
ま
つ
わ
る
古
今
の
故
事
を
踏
ま
え
た
モ
チ
ー
フ
や
玩
具
な
ど
を

あ
し
ら
い
が
興
味
深
い
。
た
と
え
ば
「
犬
は
雪
の
姨
」
と
い
う
当
時
の
俚
諺
を
踏
ま

え
雪
輪
あ
る
い
は
雪
と
仔
犬
を
組
み
合
わ
せ
る
意
匠
が
多
く
、
ま
た
仔
犬
が
寄
り
集

ま
っ
て
百
犬
図
的
な
趣
を
呈
す
も
の
も
あ
る
。
し
か
し
、
そ
こ
に
狗
子
話
は
取
り
込

ま
れ
な
か
っ
た
よ
う
だ
。

馬
琴
は
天
保
三
年
（
一
八
三
二
）
九
月
十
六
日
付
の
小
津
桂
窓
宛
の
書
簡
に
お
い

て
、
以
前
に
二
人
の
間
で
話
題
に
な
っ
た
「
狗
子
仏
性
」
に
触
れ
、
そ
の
出
処
、
禅

録
の
内
容
を
挙
げ
た
上
で
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。「
こ
の
無
の
字
は
有
無
の
無
に
あ

ら
ず
。（
中
略
）
無
中
の
有
也
。
敲
ざ
れ
バ
そ
の
有
を
発
せ
ず
。
故
に
趙
州
ハ
無
ト

い
へ
る
よ
し
也
。
此
趣
ニ
候
ヘ
バ
、『
八
犬
伝
』
の
表
紙
な
ど
ニ
ハ
、
用
ひ
が
た
き

事
ニ
御
座
候
。
御
一
笑
。」（
註
37
）

馬
琴
は
狗
子
話
の
無
の
意
味
を
的
確
に
と
ら
え
て
い
る
。
そ
し
て
だ
か
ら
こ
そ
、

狗
子
話
を
表
紙
の
意
匠
に
生
か
す
こ
と
は
あ
り
得
な
い
と
考
え
て
い
る
。
博
識
で
犬

好
き
の
馬
琴
の
こ
の
様
子
を
み
る
と
、
狗
子
話
が
一
般
に
膾
炙
し
て
い
た
と
は
い

え
、
そ
れ
に
ま
つ
わ
る
絵
画
の
制
作
お
よ
び
受
容
は
知
識
の
有
無
で
は
な
く
、
や
は

り
あ
る
程
度
、
禅
的
思
想
に
親
し
い
環
境
あ
っ
て
こ
そ
と
知
ら
れ
る
。

狗
子
を
単
独
で
狗
子
話
の
象
徴
と
し
て
描
く
、
あ
る
い
は
そ
の
意
味
あ
い
で
肖
像

画
に
描
き
い
れ
る
、
ま
た
狗
子
と
箒
を
組
み
合
わ
せ
る
と
い
っ
た
絵
画
は
、
本
稿
で

挙
げ
た
他
に
は
そ
う
な
い
だ
ろ
う
。
近
世
の
日
本
で
、
特
定
の
人
々
の
交
友
に
お
い

て
共
有
さ
れ
た
知
識
や
嗜
好
を
土
壌
に
イ
メ
ー
ジ
と
情
報
が
連
鎖
し
、
優
れ
た
画
家

を
得
て
新
し
い
図
様
、
内
容
で
画
面
に
定
着
し
て
い
っ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
れ
ら
新

し
い
画
面
を
つ
く
り
だ
し
た
探
幽
、
宗
達
、
若
冲
は
、
近
世
絵
画
史
の
な
か
で
も
際

だ
っ
た
力
量
を
も
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
に
画
境
を
開
い
た
画
家
た
ち
で
あ
る
。
狗
子
話
に

ま
つ
わ
る
絵
画
は
、
彼
ら
の
そ
の
才
能
を
つ
く
づ
く
感
じ
さ
せ
る
と
と
も
に
、
そ
の

才
能
が
彼
ら
一
人
の
力
で
は
な
く
、
新
し
い
作
品
を
可
能
に
す
る
制
作
環
境
、
そ
れ

を
求
め
る
受
容
者
た
ち
と
の
関
わ
り
の
な
か
に
こ
そ
あ
っ
た
こ
と
も
改
め
て
認
識
さ

せ
る
。
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註１
：
狗
子
話
に
つ
い
て
は
平
野
宗
浄
「
狗
子
無
仏
性
の
話
を
め
ぐ
っ
て
」（『
禅
学
研
究
』

六
二　

一
九
八
三
年
）、
西
村
恵
信
・
訳
注
『
無
門
関
』（
岩
波
文
庫
、
一
九
九
四
年
）、『
禅

学
大
辞
典
』（
大
修
館
書
店
、
一
九
八
五
年
）
に
よ
り
、
本
文
後
述
の
引
用
は
西
村
氏
著

書
に
よ
っ
た
。

２
：
長
岡
由
美
子
「
海
北
友
松
作
品
一
覧
」『（
展
覧
会
図
録
）
近
江
の
巨
匠　

海
北
友
松
』（
大

津
市
歴
史
博
物
館
、
一
九
九
七
年
）
に
よ
れ
ば
、
十
面
の
襖
貼
付
の
一
図
（
正
智
院
）、

沢
庵
賛
の
掛
幅
（
個
人
）
が
あ
る
。

３
：
河
合
正
朝
「
禅
宗
祖
師
図
」『
國
華
』
九
九
〇　

一
九
七
六
年
。

４
：
以
下
、
本
稿
で
取
り
上
げ
る
画
賛
の
翻
刻
、
読
解
に
つ
い
て
は
芳
澤
勝
弘
氏
よ
り
懇
切

な
ご
教
示
を
受
け
た
。
記
し
て
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
。

５
：『
日
本
美
術
院
百
年
史
』
四
（
日
本
美
術
院
百
年
史
編
集
委
員
会
、
一
九
九
四
年
）

九
一
四
〜
九
一
六
頁
。

６
：
谷
口
研
語
氏
（『
犬
の
日
本
史
』
Ｐ
Ｈ
Ｐ
親
書　

二
〇
〇
〇
年
。
特
に
第
二
章
白
い
犬
の

幻
想
）
が
い
う
、
白
犬
が
古
代
か
ら
日
本
人
に
好
ま
れ
霊
獣
あ
る
い
は
妖
獣
と
し
て
位

置
づ
け
ら
れ
て
き
た
こ
と
な
ど
、
白
犬
を
あ
る
種
特
別
視
す
る
伝
統
が
関
わ
っ
て
も
い

る
だ
ろ
う
。
以
下
、
犬
に
つ
い
て
は
主
に
同
書
、
斎
藤
弘
吉
『
日
本
の
犬
と
狼
』 （
雪
華
社
、

一
九
六
四
年
）、
大
木
卓
『
犬
の
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア: 

神
話
・
伝
説
・
昔
話
の
犬
』（
誠
文
堂

新
光
社
、
一
九
八
七
年
）
を
参
照
し
た
。

７
：
拙
著
『
寛
永
文
化
の
肖
像
画
』（
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
二
年
）
七
七
〜
九
一
頁
。

８
：
こ
の
「
一
佛
宗
性
」
と
い
う
名
も
狗
子
話
を
踏
ま
え
て
い
る
が
、
同
話
に
基
づ
い
て
犬

の
名
前
が
つ
け
ら
れ
た
他
の
例
に
、
足
利
義
満
の
愛
犬
二
匹
の
名
を
彼
と
親
し
い
禅
僧
・

義
堂
周
信
が
「
有
性
」、「
無
性
」
と
し
た
こ
と
が
あ
る
（（
註
６
）
谷
口
文
献
六
四
頁
）。

無
の
象
徴
が
白
犬
で
あ
っ
た
こ
と
か
ら
す
れ
ば
「
無
性
」
は
白
犬
、「
有
性
」
は
黒
犬
だ

ろ
う
。
ま
た
犬
の
死
を
悼
む
偈
に
仏
性
、
有
無
と
い
っ
た
言
葉
を
い
れ
る
こ
と
も
五
山

詩
に
先
例
が
あ
る
。

９
：
拙
著
の
時
点
で
は
二
点
を
知
る
の
み
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
後
、
土
佐
光
高
画
（
作
品
９

『（
展
覧
会
図
録
）
近
世
や
ま
と
絵
展
』
福
岡
市
美
術
館
、
二
〇
〇
二
年
）
を
確
認
し
た
。

な
お
、
同
本
は
崇
福
寺
目
録
に
よ
っ
て
龍
光
院
本
の
模
本
と
分
か
る
。

10
：
山
根
有
三
『
水
墨
美
術
大
系　

第
十
巻　

光
悦
・
宗
達
・
光
琳
』（
講
談
社
、
一
九
七
五

年
）、『（
展
覧
会
図
録
）
日
本
の
美　

琳
派
展
』（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
、

二
〇
〇
四
年
）
な
ど
に
よ
る
。

11
：
伊
藤
大
輔
「
与
謝
蕪
村
筆
狗
子
図
」『
國
華
』
一
二
〇
三
（
一
九
九
六
年
） 

、
板
倉
聖

哲
「
伝
毛
益
筆
蜀
葵
遊
猫
図
・
萱
草
遊
狗
図
を
め
ぐ
る
諸
問
題
」『
大
和
文
華
』
一
〇
〇

（
一
九
九
八
年
）。

12
：
宗
達
の
犬
図
と
狗
子
話
と
の
関
係
を
最
初
に
指
摘
し
た
の
は
管
見
の
限
り
、
河
野
元
昭

氏
（
解
説
「
犬
図　

俵
屋
宗
達
」『
秘
蔵
日
本
美
術
大
観
６　

ギ
メ
美
術
館
』
講
談
社
、

一
九
九
四
年
）
で
あ
る
。
そ
の
後
、
今
橋
理
子
氏
（『
江
戸
の
動
物
画　

近
世
美
術
と
文

化
の
考
古
学
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
四
年
、
三
一
一
〜
三
一
三
頁
）
が
狗
子
話

に
基
づ
く
作
品
と
し
て
本
図
を
取
り
上
げ
て
い
る
。
な
お
、（
註
８
）
で
述
べ
た
飼
い
犬

に
狗
子
話
を
思
う
禅
僧
お
よ
び
周
辺
の
人
々
の
眼
差
し
は
、
単
独
で
描
く
犬
を
狗
子
話

の
象
徴
と
と
ら
え
る
宗
達
周
辺
の
そ
れ
と
極
め
て
近
い
。
管
見
で
は
知
ら
な
い
が
、
中

近
世
の
禅
僧
の
余
技
的
な
墨
画
に
お
い
て
狗
子
話
の
象
徴
と
し
て
犬
を
単
独
で
描
く
こ

と
が
な
さ
れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

13
：
光
広
に
つ
い
て
特
に
下
記
に
よ
っ
た
。
小
松
茂
美
『
烏
丸
光
広
』（
小
学
館
、
一
九
八
二

年
）。「
投
機
偈
」
に
つ
い
て
は
作
品
解
説
一
八
八
、一
八
九
お
よ
び
本
文
。
ま
た
一
絲
に

つ
い
て
は
主
に
次
に
よ
る
。『
仏
頂
国
師
語
録
』（『
国
訳
禅
宗
叢
書
』
第
二
輯
第
一
〇
巻

所
収
、
国
訳
禅
宗
叢
書
刊
行
会
編
、
第
一
書
房
、
一
九
七
四
年
）、「
一
絲
文
守
禅
師
特
集
」

『
禅
文
化
』
一
〇
一
号
（
禅
文
化
研
究
所
、
一
九
八
一
年
）、『（
展
覧
会
図
録
）
沢
庵
と

一
絲　

永
青
文
庫
展
８
』（
熊
本
県
立
美
術
館
、
一
九
七
九
年
）。

14
：
中
村
渓
男
「
俵
屋
宗
達
筆　

一
糸
文
守
賛　

狗
子
図
（
名
品
鑑
賞
）」『
古
美
術
』
五
一
、

一
九
七
六
年
。

15
：
兎
図
に
つ
い
て
鈴
木
健
一
氏
の
考
証
が
あ
る
。「
烏
丸
光
広
の
兎
図
賛
」『
江
戸
詩
歌
の

空
間
』
森
和
社
、
一
九
九
八
年
。

16
：『（
展
覧
会
図
録
）
若
冲
展 

釈
迦
三
尊
像
と
動
植
綵
絵
120
年
ぶ
り
の
再
会
』
相
国
寺
承
天

閣
美
術
館
・
日
本
経
済
新
聞
社
、
二
〇
〇
七
年
。

17 

：
福
士
雄
也
「
若
冲
と
朝
鮮
絵
画
」『
ア
ジ
ア
遊
学
一
二
〇　

朝
鮮
王
朝
の
絵
画　

東
ア
ジ

ア
の
視
点
か
ら
』
勉
誠
出
版
、
二
〇
〇
九
年
。

18
：（
註
16
）
図
録
・
作
品
16
解
説
に
お
い
て
村
田
隆
志
氏
が
「
画
業
の
初
期
」
と
さ
れ
、
そ

れ
を
承
け
て
福
士
雄
也
氏
も
作
品
311
解
説
で
同
様
の
見
解
を
示
す
（『（
展
覧
会
図
録
）
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朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と
日
本
―
宗
達
、
大
雅
、
若
冲
も
学
ん
だ
隣
国
の
美
』
読
売
新
聞
大

阪
本
社
、
二
〇
〇
八
年
）。

19
：（
註
16
）
図
録
・
解
説
に
て
村
田
氏
が
翻
刻
、
狗
子
話
と
の
関
連
を
指
摘
し
読
解
を
さ
れ

て
い
る
が
、
本
文
の
通
り
、
私
案
は
そ
れ
と
は
異
な
る
。

20
：
大
槻
幹
郎
『
黄
檗
文
化
人
名
辞
典
』（
思
文
閣
出
版
、
一
九
八
八
年
）
に
よ
る
。

21
：（
註
12
）
今
橋
文
献
三
三
四
〜
三
三
五
頁
。

22
：
寒
山
は
経
巻
あ
る
い
は
筆
を
持
ち
、
拾
得
は
箒
を
持
つ
か
天
を
指
す
と
し
て
二
人
の
別

を
な
す
こ
と
が
多
い
（
た
と
え
ば
『（
展
覧
会
図
録
）
寒
山
拾
得
│
描
か
れ
た
風
狂
の
祖

師
た
ち
』
栃
木
県
立
博
物
館　

一
九
九
四
年
）。
し
か
し
、『
慶
長
見
聞
集
』
巻
九
「
聲
、

佛
事
を
な
す
事
」
に
「
然
る
に
寒
山
と
云
し
人
は
、
常
に
手
に
は
ゞ
き
を
下
げ
て
、
五

ぢ
ん
六
よ
く
の
塵
埃
を
は
ら
へ
り
」
と
あ
る
よ
う
に
、
寒
山
と
箒
を
結
び
つ
け
る
場
合

も
あ
る
。
そ
も
そ
も
海
老
根
聰
郎
氏
が
い
わ
れ
る
通
り
「
両
者
は
し
ば
し
ば
ま
じ
り
あ

い
、
区
別
の
つ
か
ぬ
場
合
が
多
く
、
ま
た
そ
れ
を
き
め
る
こ
と
も
そ
れ
ほ
ど
意
味
の
あ

る
こ
と
で
は
あ
る
ま
い
」（
作
品
一
二
解
説
『
元
代
道
釈
人
物
』
東
京
国
立
博
物
館
、

一
九
七
八
年
）。
本
賛
に
お
い
て
箒
を
寒
山
に
結
び
つ
け
る
の
が
過
っ
た
知
識
や
勘
違
い

で
は
な
い
こ
と
を
念
の
た
め
断
っ
て
お
き
た
い
。

23
：
奥
平
俊
六
「「
鶏
図　

伊
藤
若
冲
筆
」
解
説
」『
新
修
茨
木
市
史　

第
九
巻　

史
料
編　

美
術
工
芸
』（
茨
木
市
史
編
さ
ん
委
員
会
、
二
〇
〇
八
年
）、
お
よ
び
そ
れ
を
承
け
て
積

極
性
あ
る
若
冲
像
を
具
体
的
に
描
き
出
し
た
狩
野
博
幸
「
若
冲
の
歌
を
聴
け
」『（
展
覧

会
図
録
）
若
冲
ワ
ン
ダ
ー
ラ
ン
ド
』（M

IH
O

 M
USEUM

、
二
〇
〇
九
年
）
に
よ
る
。

24
：（
註
20
）
文
献
。

25
：
既
述
の
よ
う
に
狗
子
話
に
関
わ
る
犬
は
基
本
的
に
白
で
あ
る
べ
き
こ
と
を
思
え
ば
、「
厖

児
戯
箒
図
」
が
茶
地
に
黒
斑
と
す
る
の
は
、
等
春
画
系
の
原
図
に
な
ら
っ
た
た
め
の
よ

う
だ
が
、
い
さ
さ
か
疑
問
で
は
あ
る
。

26
：
山
口
氏
に
は
記
し
て
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
る
。
な
お
、
こ
の
ご
教
示
に
基
づ
き
「
仔

犬
に
箒
図
」
に
つ
い
て
の
私
見
を
一
部
改
め
本
稿
に
反
映
し
た
。

27
：
狩
野
博
幸
「
伊
藤
若
冲
に
つ
い
て
」『（
展
覧
会
図
録
）
没
後
二
〇
〇
年　

若
冲
』（
京
都

国
立
博
物
館
、
二
〇
〇
〇
年
。『
伊
藤
若
冲
大
全
』（
小
学
館
、
二
〇
〇
二
年
）
に
再
録
。

28
：
今
橋
理
子
「
狗
づ
く
し
」『
日
本
の
美
学
』
三
二　

燈
影
社
、
二
〇
〇
一
年
、（
註
12
）

今
橋
文
献
三
一
五
〜
三
一
九
頁
。

29
：
福
士
雄
也
（
註
18
）
作
品
307
解
説
『（
展
覧
会
図
録
）
朝
鮮
王
朝
の
絵
画
と
日
本
―
宗
達
、

大
雅
、
若
冲
も
学
ん
だ
隣
国
の
美
』。

30
：
藤
井
菜
都
美
「
鳥
獣
花
木
図
屏
風
」
の
作
者
を
め
ぐ
っ
て
―
「
樹
花
鳥
獣
図
屏
風
」
と

の
比
較
を
中
心
に
」『
哲
学
会
誌
』
三
三　

二
〇
〇
九
年
。
な
お
、（
註
18
）
図
録
に
い

う
よ
う
に
若
冲
は
仔
犬
の
描
き
方
、
ポ
ー
ズ
な
ど
を
朝
鮮
絵
画
に
学
ん
で
い
る
と
み
な

せ
る
が
、
特
に
群
れ
集
ま
る
仔
犬
と
い
う
ア
イ
デ
ア
、
図
像
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば

伝
毛
益
だ
が
朝
鮮
絵
画
と
み
な
せ
る
「
狗
子
図
」（
ラ
ン
ゲ
ン
・
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）
の
よ

う
な
作
品
を
考
え
る
べ
き
だ
ろ
う
。

31
：
狩
野
博
幸
・
作
品
86
解
説
（
註
26
）
文
献
。

32
：（
註
20
）
文
献
に
よ
る

33
：（
註
11
）
伊
藤
文
献
、
板
倉
文
献
。

34
：
た
と
え
ば
18
世
紀
後
半
に
狆
の
飼
育
が
ブ
ー
ム
と
な
っ
て
い
る
。
狆
は
犬
と
猫
の
中
間

的
存
在
と
み
な
さ
れ
、
小
型
犬
を
総
称
し
て
そ
う
呼
ぶ
も
の
で
、
応
挙
や
若
冲
画
に

描
か
れ
る
そ
れ
も
狆
的
な
も
の
な
の
か
も
し
れ
な
い
。
あ
る
い
は
上
方
で
狂
犬
病
が
流

行
す
る
（（
註
６
）
文
献
）。
ま
た
宗
達
が
活
躍
し
た
寛
永
期
に
は
「
べ
か
犬
」
と
呼

ば
れ
る
小
型
犬
が
「
童
部
共
愛
す
る
為
に
飼
置
」
と
し
て
犬
一
般
と
は
区
別
さ
れ
て
い

た
と
い
う
（
塚
本
学
『
江
戸
時
代
人
と
動
物
』
日
本
エ
デ
ィ
タ
ー
ス
ク
ー
ル
出
版
部
、

一
九
九
五
年
、
二
二
五
頁
）。
宗
達
の
狗
子
図
に
つ
い
て
、
そ
の
点
を
含
め
宮
中
に
お
け

る
愛
玩
犬
の
あ
り
よ
う
の
検
討
も
今
後
必
要
と
思
わ
れ
る
。

35
：
佐
藤
康
宏
「
事
物
と
幻
想
―
若
冲
を
中
心
に
」『
日
本
の
美
学
』
一
七
、
ぺ
り
か
ん
社
、

一
九
九
一
年
）。

36
：（
註
12
）
今
橋
文
献
三
一
四
〜
三
一
五
頁
。

37
：
柴
田
光
彦
、
神
田
正
行
編
『
馬
琴
書
翰
集
成
』
第
二
巻
（
八
木
書
店
、
二
〇
〇
二
年
）

一
九
六
頁
。

図
１
は
（
註
２
）
図
録
、
図
２
・
図
３
は
（
註
７
）
文
献
、
図
４
は
（
註
14
）
文
献
、
図
５
は
（
註

16
）
図
録
、
図
６
は
（
註
26
）
文
献
よ
り
複
写
し
た
。

 

（
か
ど
わ
き　

む
つ
み
・
本
学
国
際
人
文
学
部
国
際
文
化
学
科
助
教
）




